














本リポートは、病医院で勤務する助産婦(以下、勤務助産婦)の声をわずかではあるが紹介

し、現在の病医院でのりプロダクションを考える手掛かりとするものである。

なぜ勤務助産婦の声を紹介するのか。

近年、妊産婦向けの情報誌が次々と創刊され、その発行部数は、妊産婦の数に相当すると

もいわれている。つまり、妊産婦が一人一冊以上、何らかの情報誌に目を通していること

になる。そこでは、読者の体験談をはじめ、様々な出産方法・出産環境、ユニークなサー

ビスを提供する個人病院、独自の考えをもつ開業助産婦の声などが紹介され、一方で、大

病院の管理出産への批判、医療介入に伴なう医療事故など、病院志向のお産再考の契機と

もなっている。

病院でのお産=安全だが画一的、助産院でのお産=自然だが危険、開業助産婦=主体的で妊

産婦を尊重、勤務助産婦=非主体的で医師に従属、というステレオタイプな記述も少なく

ないなか、しかし実際には 98%の女性たちが、産科医師の働く病院・診療所で出産してい

る(母子衛生の主なる統計 1991)。つまり、ほとんどの女性は、勤務助産婦に見守られな

がら、妊娠・出産を経験しているのである。にもかかわらず、勤務助産婦の声(問題意識)

が届いてこない。少なくとも筆者にはそう感じられた。

筆者は、3つの病院(大学附属病院 2、地域の病院 1)で働く助産婦と、元勤務助産婦 1名、

計 14 名に聞き取りを試みた。いづれの助産婦も、日常の業務で感じていることを率直に

語ってくれた。述べられる意見は、助産婦として共通のものから、働く施設ゆえのもの、

個人的な感想まで様々であった。

しかし、筆者の準備不足から、助産婦に関する既存の諸研究、すなわち助産婦へのヒアリ

ングおよびアンケート調査などを十分分析することができなかった。今回得られた助産婦

の発言は、本来、既存研究と比較して検討されるべきであると考え、紹介にあたっては、

テーマごとに発言を列挙する方法を選び、文末にコメントを附記した。


